
















































































1 × × × × × [u]
2 円唇.突き出し × × × × ×
3 円唇.突き出し × × × × ×
4 円唇 × × × mo>」A^ P&tii ×
5 円唇.突き出し
ストロ一を吸う口
× × × ×
6 円唇.突き出し ○ × ×
…滋こ十※.:
×
7 円唇.突き出し × × × × ×
8 円唇.突き出し × 舌を奥へ引く × × ×
9 × × × × × ×
10 円唇 × × × Uro^frp^ fl ×





12 × × × × × 易しい単母音に∠
類、狭母音後舌 ミ
音 [u]
13 × × × × × ×
14 円唇 × 舌先を下歯から離す × × ×








16 × × × × × ×
17 円唇.突き出し × × × × ×
18 円唇.突き出し × 舌全体を奥へ引く × × ×
19 突き出し × × × × ×
20 円唇.突き出し ○ × × I ×
21 円唇.突き出し ○ × ○ × ×
22 × × × × × ×
23 突き出し ○ × ○ × ×.
24 円唇 × 舌先を下歯茎から
す
× ×
25 円唇Ⅰ突き出し × × × × ×
26 円唇.突き出し ○ × ○ × ×
27 円唇.突き出し ○ . × × 真申 離ら義務亘 ×
28 円唇.突き出し ○ × × 中 #>=>JSJti! ×
29 × ○ × × × ×















































































1)外部 形 状説 明 2)外 部 形
状 図示
3)内部形 状 説 明 4)内 部 形
状 図示
5)聴 覚 印象 6)tの 他
1 (日)
30歳 代
円唇 .突き出 し × × × 広 .半 狭 .狭 母 音









円唇 .突き出 し × 舌 先 を下顎 につ け
た まま下顎 の下 方
に向 かって下 げ ら
れ るところまで下
げる
× 串 本 車 串 埠 頭






舌 を少 し奥 に引 く
×
日本 語 オ に 近 い





円唇 .突 き出 し ストローの
口、口笛 、お猪 口
× × × × ×
6 中)20歳 代 円唇 .突き出 し × × × × ×

































X × × ×
13 (日)
50歳代
円唇 × 舌を奥に引く ×. '>しオを入れ阜+ ★★
14 (中)
i0歳代
円唇 ○ × . × …額垣軌 =$l車掌 ×
15 (日)
20歳代
円唇 × × × X 突き出し不要
16 (日)
60歳代



































日 本 人 数 言言吾や 図 示により教 わ って記憶 に残って 自分 で獲得 したこと、もしくは現 在 自分 で注意 し
師 .中 国 人
教師 の 別
いること ていること
外部 形状 の 説 内部 の説 明 聴覚 印象 外部 形状 の 内部の 説明 聴覚 印象説 明
明
く比 職も含む )
説 明その 他 説 明 (比 職
も含む )
その他
1 日 × × × 円唇 × ×
2 不 明 円唇 .突 き出 し × × × 舌の 位置 を高
く
×
3 日 .中 円唇 .突 き出 し舌 を下 顎 の
奥 につ ける
× × × ウ にな らな いよう
4 不 明 円唇とオを混 合 (梅 干 しを
食 べるとき酸 っぱくて思わず
口を窄め るような形 のまま ×
にしてオ】 と発 する)
× × ×
5 中 円唇 × × 円唇 × 音 を 口 中で 響 か せ
厚み を出す
6 日 突 き出 し × × 突き出し 口内空間作 る ×
7 日 円唇 .突き出し × × 円唇 .突 き
出し
× ×
8 日.中 円唇 × × × × 1 ウ とは 咽 喉 の 位 置
が 違う感じ0より奥
の 方か ら声を出す
9 日 円唇 × × 円唇 舌を喉の 奥に
置く
日本 語 ウ よりくぐも
った 感じ
10 日 突き出し × × タコの ロ × 普 段 使 わ な い 筋 肉
を使 って いる感 じ。





























× × × ×







15 日 円唇.突き出し × × 円唇.突き
由し
× ×
16 日 円唇 × 鋭いウ × × 舌の位置を意識
17 日 円唇(関西方
言ウを参考
× × 円唇 × ×
18 日 × × × 円唇 × ×
19 日 円唇.突き出し × × × × ×
20 日.中 突き出し × × 突き出し オという時の
舌の位置
×
21 中 × × × × × ×
22 中 × × × 唇に力を入
れ突き出す
× ×





















24 日 円唇.突き出し × ウとオの間
の音
× × ×




日 円唇.突き出し × × × × 発声位置をウ
より後ろに置く















































































































①被験者番号および ②脚 ミ発音を獲得した主な方法.場所 ③被験者のu(wu)に関する事前知識
専攻.非専攻の別 (被験者自身の紹介による) もしくは持っている印象
1 A大学の授業で2年、中国人について個人授業1 1)Mより日本語 「ウ」に近し㌔
非草吹 蝣T 2)円唇
2 B大学の授業で1年と少々 1)円唇と突き出し






























④ネイティブによる発音の評価 l ⑤餅 の説明と図の提就 肘 る被鮒 の戯
Iクリニック以前 クリニック以後
日本語 「ウ」に聞こえる 少々改善 + 1月鄭皆 説明と図は役に立った0この形状を表した舌の図は見た
× △ ことがなかった0
少々問題あるがほぼできている 改韓 + 1f5fi- 説明と図は役立った0舌の後引きは知っていたが、どう
垣 ○ いう状態か知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 変えようとする努力が感じられる 0 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× × 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 少 改々善 + 1上郷皆 説明と図は役に立った。これまでこうした説明と
× △ 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に近いがさほどひ 改善 + 1御皆 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
どくない △ 工 図は知らなかった
ほぼできている 改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
∴ ○ 図は知らなかった0
少々問題あり 改善 + 2段階 口腔内空間のとり方に注意し口内の声をうまく反響さ
△ ○ せることにより良い発音に近づけた0
説明と図は役に立った0
日 「オ」に近いがはぼ良い さらに改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまで舌の後引きは知ってい
言 ○ たが、舌先が浮いていた0
ほぼできている さらに改善 + 1段階 説明と図は投に立った0これまでこうした説明と
「 … ○ 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 少々改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× P △ 図は知らなかった0


















15 F大学の授業で2年、F大学院で1年 1)喉の奥で 「オ を出すこ
当初非専攻、後に専攻 中国留学1年 2)円唇












21 H大学の授業で1年、中国留学2年 1)円唇しながら 「オ」という
非草吹 2)口の奥から声を出す
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④ネイティブによる発音の評価 ー ⑤軒の説明と図の掛 こ肘る被鮒の戯
iクリニック以前 クリニック以後
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× ○ 図は知らなかったc
日本語「ウ」に由こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
×. ○ 図は知らなかった。
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3邸皆 説明と図は役に立つたつこれまでこうした説明と
× ○ 図は知らなかった0
ほぼ問題ない さらに改善 +1脚皆 説明と図は役に立った0この舌の形状は明確には知らな
壇 ○ かった0
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0舌の後引きと後舌高位について
× ○ は全然知らなかつ7㌔
さほど問題ない 変化なし 0 これまでこうした説明と図は知らなかった。
壇 :Q
ほぼ問題ない さらに改善 +1段階 説明と図6域に立つ7㌔これまで何となく舌の後引きを
◎ ○ していたが、この図により舌棚 明ゞ確に分かった。
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +2段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× …「 図は知らなかった。
ほを≡韓日題ない さらに改善 +1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
∴ ○ 図は知らなかった,
ほを郡司祖ない さらに改善 +1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
白 ○ 図は知らなかった0
×-日本語「ウ」に聞こえる.△-少々問題あり! a-ほぼ問題ない○-できているo問題ない0
4. おわりに
本論を通し、円唇母音u(wu)が日本国内でどのように教えられ、学ばれているか、そしてなぜ
不完全な発音が多いのか、一部ではあるが明らかになった。外から認識し易い「円唇・突き出し」
が強調されすぎ、外からは見えない「奥舌高位」が実はそれ以上に重要であることがなかなか理解
されていない。また、これまで日本語ウの位置および、u(wu)との相違があまり明確にされなか
った点も、u(wu)の理解を妨げていたと言える。朱は上記の実験を通して明らかにした点として
「母音の音色の形成には唇の形状も重要だが、外部から見えない舌の形状や狭めの位置がより重要な
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意味を持つこと」を挙げている(朱近刊)。また筆者が不足していると考える、奥舌高位、舌の後
引きに関する情報を学習者に伝達すれば、とりわけu(wu)の舌の形状と舌位を、日本語ウのそれ
らと比較して説明・提示すれば、日本人学習者のu(wu)の調音獲得に役立つことが立証できたと
~k'-え蝣'eOJ
以上をまとめると、現在日本の中国語学習環境において、u(wu)の正確な舌の形状および舌位
に関する情報が不足していることが、日本人学習者の調音のまずさの原因の一つであると言える。
くi主)
(1)『日本語音声科学』(城生伯太郎1998,p.67)には国立国語研究所報告60(1978)『Ⅹ線映画資料による母
音の発音の研究』中の、「開口部の縦および横方向の開き」部分で日本語5母音として"a,i,u,e,Oを表記
している。
(2)後舌母音は奥舌母音に同じ。
(3)「構音の面から見た中国語話者の日本語5母音の習得」(朱春躍近刊)の内容を、著者の承諾を得て使用。
『コミュニケーション、どうする?どうなる?(仮題)』(『コミュニケーション、どうする?どうなる?』
編集委員会ひつじ書房近刊)に収録予定。
(4)中国語話者でなくとも、"夫fd"などを発音する場合、円唇は不可能だから[fill]となる。
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